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時には気まぐれな美術館のように 


人は、毎日まんがばかり読んで暮らし 
ている訳ではない。そのあたり前のこと 
をときどき思い出してみないと、まんが 
もまんが批評も、おかしなところへ行っ 
てし まう のではないか。 

そんなようなことをふと思ったのは、 
洲之内徹の「気まぐれ美術館」という本 
を読んでいた時だった。東京•銀座の現 
代画廊の主人で、一九八七年に亡くなっ 
た著者が、七四年から「芸術新潮」に連 
載していた美術随想で、昨年の秋に新潮 
文庫に入ったのを、このごろいつも持ち 
歩いて、電車の行き帰りなどに少しずつ 
拾い読みしているのだ。 

というのも、画家だった父を昨年亡く 
して、一周忌を済ませた今年のはじめあ 
たりから、美術館や画廊へ足が向くこと 
が多くなつたからだ。といつてもべつに、 
ぼくが観て歩く展覧会が、この本に直接 
に関係があるわけではない。ただ、その 
ように展覧会を観て歩きたいぼくのいま 


の気分に、この本をいつもポケットに入 
れて、ときどき拾い読みするというよう 
なことが、妙にしつくりくるのである。 

洲之内徹の文章は一見とりとめがな 
い。絵や画家のことを語るのかと思えば、 
日々の出来事や、出あった人や、旅の風 
景の話が延々と続いて、一向に美術や芸 
術の話にならなかったりする。だがそれ 
が、この人にとっての美術や芸術の話な 
のだということが、読んでいるうちに自 
然と納得できる。 

絵や器や仏像は、そういったこの人の 
日々の暮らしの中にすんなりと収まつて 
いて、ことさらに美術品であることを主 
張したりはしない。そうして、そんなふ 
うに何気ない話の流れの中で、この人が 
ほめたり気に入つたりしている絵のこと 
は、なんだかとても気になつて、いちど 
見てみたいと思つてしまうのだ。 

画廊の主人といえば、つまり画商であ 
るわけだろうが、この人が気に入つて集 


めたり、展覧会を開いたり、人に奨めた 
り、あるいはたんに身の回りに置いてお 
いたりすること自体が、すなわち批評的 
行為でもあるわけだ。ぼくが、まんがに 
ついてやりたい批評というのも、つまり 
はそんなことなのかもしれないな、など 
と思いながら展覧会をめぐつていると、 
美術館の学芸員というのもまた別のかた 
ちで批評行為を行なつているのだという 
ことに気がつく。 

学芸員というのが、作品を分類し分析 
する、いわば批評家や研究者に近いもの 
だとすれば、画商や画廊のそれは作品を 
商品として扱いながら、自分自身を含む 
その鑑賞者や所蔵家と作品との関係をコ 
—ディネートする、つまり編集者や書店 
といつた存在に似ているょうだ。編集者 
や書店の仕事が、ある種の批評的行為を 
含んでいることはまえから意識していた 
が、そうか、ぼくは好きな画家の個展を 
企画したり、その画廊の店番を好きな絵 
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◎秋田書店.井浦秀夫（ヤングチャンピオン連載中） 


に囲まれてぼ一つとしていたりするよう 
に、批評をしたいのだというのは、なか 
なか新鮮な発見だった。 

「漫画時評」という欄を担当しながら、い 
つも前置きばかり長くて、なかなか本題 
に入れないので、申し訳なく思つている。 
ただぼくは、結論が分かってから書きだ 
すタィブではなくて、自分でも分からな 
いことを探り出すために書いているのだ 
し、『ガ ロ』 ではそのへんをなるべく正直 
に出したいと思つているので、どうして 
もこうなつてしまう。青林堂の手塚さん 
から、今回の時評で取り上げる作品を知 
らせてほしいと電話があって、井浦秀夫 
が『ヤングチヤンピオン』に、カンバニ 
—松尾の原作で連載している「職業 A 
V 監督」が前から気になっていたので、 
そう答えておいたのだが、なぜこの作品 
が気になるのか、実は自分でもまだよく 
わからない。 

この間まで、手塚治虫文化賞と講談社 
漫画賞という、ふたつのまんが賞の選考 
に加わつていた。どちらも先ごろ発表さ 
れたが、手塚文化賞のほうは本賞が「ド 
ラえもん」、ぼくが推した萩尾望都の「残 
酷な神が支配する」は優秀賞だった。朝 
日新聞が主宰して新しく創設されたまん 
が賞の、第一回の受賞作が「ドラえもん」 
というのは、確かに誰からも文句は出な 
いだろうが、あまりにまともすぎて面白 
くも 何ともない。それよりは、ベテラ 


ンでなお果敢に問題作に挑んでいる萩尾 
を本賞に推し、現在の日本まんがの最前 
衛といえる、望月峯太郎の「ドラゴンへ 
ッド」か松本大洋の「ピンボン」あたり 
を優秀賞にすべりこませるというのが、 
この賞を選ぶにあたつてのぼくの戦略だ 
つた。 

結果、惜しくも1点差の次点となつて 
しまつた「ドラゴンヘッド」は(手塚文 
化賞は、投票による順位のみで賞が決ま 
り、選考会は開かれない)、講談社漫画賞 
では、ぼくを含め五人の選考委員が強力 
に推して、みごと一般部門の受賞作とな 
つた。やはりノミネート作となつていた 
「ピンポン」は、ここでも涙をのんだわけ 
だが、これもいずれ来年の小学館漫画賞 
あたりでは、また候補に上つてくるよう 
な作品であることは間違いないだろう。 

どちらの賞の最終候補にも上らなかつ 
た作品の中にも、気になるものはもちろ 
んいくつもあつて、例えば福本伸行「力 
ィジ」などが今年の講談社の候補に入つ 
ていなかつたのはちょつと解せない気が 
した。ただそれは、昨年「ドラゴンへッ 
ド」の名前が候補作の中に見つからなか 
つた時にも同じように感じたことで、ど 
こかの時点でスポットを浴びずにはおか 
ないだろうという予想は、つけることが 
できる。漫画賞が本来、そのような疑問 
やはがゆさも含めたものであるほかない 
なら、せめて見当外れだけは犯さぬよう 


心がけるのが務めであろうと理解しても 
いる。 

井浦秀夫の「職業 AV 監督」は、漫 
画賞といったかたちでの評価のされ方と 
は、ほぼ無縁の作品に思える。それが、 
この作品のことがずつと気になっている 
理由の一つかもしれない。漫画賞の選考 
という仕事をしながら、ぼくはこの作品 
をそのいわば批評的な仕事の中で、どう 
扱えばよいのか思案してしまう。 

むろん候補にも上ってこない作品を、 
扱うもなにもないといえばそれまでだ。 
だが、賞を選ぶということは、ベストの 
作品を決めればそれで終わりというもの 
ではない。むしろそれをきっかけに、選 
ベなかった作品や選ばなかった作品につ 
いて、いろいろ思いめぐらす機会を得る、 
ということのほうが、選ぶがわにとつて 
は重要であったりもするはずなのであ 
る。「職業 AV 監督」は、ぼくが漫画賞 
を選んだり、候補作を推薦するアンケー 
卜に回答したりする場合に、あらかじめ 
除外してしまうタィプの作品である。そ 
れは、作品の客観的評価からそうすると 
いうよりは、むしろ作品への個人的嗜好 
が勝ち過ぎて、そのような評価の場に並 
ベることすらそぐわないと、感じられて 
しまうためだといえる。 

これは、勤めていたテレビ番組制作会 
社が倒産し、右も左も分からぬまま二十 
歳で A V 界に入ったカンバニー松尾の、 



- 225 - 





◎秋田軎店•井浦秀夫（ヤングチャンピオン連載中） 


A V 監督としての自らの体験を描いた、 
自伝風エッ セイと もいえる作品である。 
一言でいえば「業界内幕もの」というこ 
とになるのだろうが、ドキユメンタリー 
の装いを持った青春まんがの色合いが強 
い。適度に軽く、適度に個性的な井浦秀 
夫の絵は元来、青春コメデイーを描くの 
に適していた。それが、ここでは浣腸や 
放尿といった生々しい A V の制作現場 
を、過度に露悪的などぎつい表現に陥る 
ことなく、むしろ淡々とした調子で描い 
て、一人の平凡な青年の職業人としての 
自立の過程のドキュメントという、作品 
の 卜—ン を決定づけている。 

うんこ や レイブと いつた、言葉や場面 
が頻繁に登場するのだが、それらの素材 
から受ける印象とは異なり、作品全体は 
内省的な青年のモノ ローグによる青春ド 
ラマのように進行する。描かれる女性の 
ヌードや セッ クスシーンも、どこか生々 
しくな く、一歩引いて眺められたような、 
整理された印象を受ける。それは、娯楽 
作品として見た場合は、むしろ弱点でも 
あるだろう。同じ主題を、もつとエロチ 
ック に、もつとグロテスクな表現を交え 
つつ展開する こと も可能だろうし、その 
ほうが読者に与える違和感と、その反動 
としての主題の説得力は深まつたかもし 
れない。 

あえてそのような、表現上の過激さを 
排除することで、 AV 業界を舞台にしな 


がら、きわめて端正で物静かといぅ、奇 
妙な作品ができあがった。登場する AV 
女優やスタッフたちも、少しきれい事に 
すぎるのではないかと訝りたくなるほど 
に、いい人ばかりである。そして、普通 
なら物足りなく思わせる材料であるはず 
のそれらのことが、この作品に限っては 
妙に心地よく納得できるのである。 

過激な表現が望みなら、カンパニー松 
尾の撮った AV 自体や、この作品にも名 
前の出てくる V & R の他の監督の作品を 
見てみれば済むことに違いない。ここで 
描かれるのは、もっと曖昧で矛盾した、 
漠然としたひとりの人間の、心の揺れや 
翳りや昂まりだ。それを表現するために、 
井浦秀夫の明るさの中に適度な陰影を帯 
びた絵と、主観を巧みに抽象化するまん 
がといぅ方法が必要だったのだ。 

実際、井浦秀夫はこのエッセイ とも ド 
キユメ ントともつ かない青春物語を、翳 
りを帯びた柔らかい女体のリアリティ 
と、呼吸のよいユーモアにあふれた文体 
とでまとめあげ、ドキユメンタリーまん 
がの一つの新たなスタイルを作り上げ 
た。かつて、コメデイタッチから一転し 
て、カルト宗教を主題としたシリアスな 
作品「少年の国」に挑んだ経験が、ここ 
にきて豊かな実を結んだといえる。 

このような、いわば「引いた」表現構 
造を持つ作品は、漫画賞のような華やか 
な場に持ちだすよりは、手元において静 


かに愛でていたい。その訴えかけるもの 
を高らかにふれまわるのではなく、日々 
の暮らしの中で自分自身にしつかりと受 
け止めてゆきたい。そぅ思わせるのがた 
ぶん、この作品の持つ「力」なのである。 

世間の評価に惑わされることなく、自 
分の目で見て体で感じたものばかりを集 
めた「その一つ一つに彼の愛情と、人生 
の重みが秘められている」(白洲正子「さ 
らば『気まぐれ美術館』」)洲之内コレク 
シヨンには及びもつかないが、ぼくもま 
た気まぐれな美術館の ょぅに、 自分の目 
と心に忠実に、まんがを読み語つていき 
たいものだ。 

※ 》 

〈お知らせ〉 

「気まぐれ美術館 I 洲之内徹と日本の近 
代美術」〜6月1日：東京.目黒区美術 
館/6 月 7 日〜 7 月 21日：神戸•兵庫県 
立近代美術館 


※米沢嘉博、阿部幸弘、村上知彦、呉知日 
英の四氏の漫画時評を毎月交代掲載しま 
す。(次回は呉智英氏の予定) 
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